
設備の自動診断技術にめど

　ナゴヤ保缶化学工業社は空調設
備、プラント設備などの保全・修理・
工事を主力としている。東海地区を
中心に５００以上の現場を抱える。年
間保守、定期整備に加え、故障時
には昼夜を問わず現場に駆けつける
場合もある。
　顧客に、設備の維持管理費を抑え
つつ、緊急の事故対応を無くし、安
定して事業を継続してもらいたい。重
大な故障を防ぐためにも予防保全は
有効だ。ただし保全が過剰だと維持
管理費が膨らんでしまう。同社は設
備の稼働時の音や温度、振動などか
ら必要な整備の最適な時期を特定す
る「予知保全」にも取り組んできた。
　さらに将来の人材不足を懸念し、

「現場に赴かなくても計測できる遠
隔監視システム」も研究していた。三
口大登社長は平成２４年４月から１年

各設備の予知保全の 

高度化に向けて 

ＡＩシステムを活用。 

改良を続けて 

実用レベルまで進化させる

間、名古屋工業大学の大学院に入
学。音と振動を解析し自動診断する
技術にめどをつけた。

五感による「暗黙知」を形式化

　従来の設備診断は、人間の五感
による官能検査が基本だ。担当者が
現場に出向く必要がある。慣れ、焦
り、体調などに五感が左右され、診
断結果にばらつきが出るという課題
もあった。三口社長は「人工知能（Ａ
Ｉ）でデジタルデータによる遠隔監視
での予知保全を高度化したい」と考
えた。
　同２８年には「平成２８年度補正革
新的ものづくり・商業・サービス開
発支援補助金」を活用し、諸データ
を数値解析するＡＩシステムを開発し
た。プログラムは社外に委託したが、
検査時の五感による「暗黙知」を形
式化するため、アルゴリズムは社内
で作成した。

　そして空調設備の熱源機器保全
の報告書データをＡＩシステムに学習
させた。扱うデータは温度、圧力、
流量、真空状態など約１０項目。過
去５０年分 の 報告書 の 内、１０万件
以上を使用した。保全対象の設備
が置かれた環境下で正確に安定した
データを取得するため専用ロガーも
開発した。

ＡＩシステムの改良を続ける

　平成２９年春に顧客１社 の 設備２
機種にＡＩシステムを導入した。３カ月
実証をし、「故障注意」と「良好」の
識別率は９５％以上だった。「チュー
ブ内部が汚れている」ということまで
判別できた。ウェブ上で顧客が稼働
状況を確認できる仕組みも設けた。
　ただし予防保全の検査では基本
的に「良好」との結果が圧倒的に多
い。現実に収集できる異常データは
少なすぎるという難点があった。そこ

で実機による実証は一旦休止。代わ
りにコンピューター上の仮想空間で
数値変動のスピードを６０倍にし、異
常データをランダムに発生させる模
擬試験に切り換えた。模擬試験を
繰り返してＡＩシステムの改良を続け
た。結果、「完成度が上がり、使え
るレベルになってきた」（三口社長）
という。

高付加価値のサービス提供へ

　実用レベルのＡＩシステムとデータ
ロガーはそろった。ただし設備稼働状
況の膨大な取得データを無線通信で
ＡＩシステムに送るのは効率が極めて
悪い。今後はデータロガー自体にＡＩ
システムを組み込み、異常データの
発生情報だけを通報するシステムを
同３１年までに完成させる方針だ。
　システムが完成すれば、予防保全
はある程度ユーザー側で行えるよう
になる。「保全の全体の業務量は減

らし、早いステージでの保全整備の
精度を上げる。大規模工事を減らし
て設備の維持管理の総額を削減す
る」と三口社長は狙いを説く。
　また三口社長は「計測から評価、
チューニングまで一貫したサービス
を提供する。自社技術員による直接
的な整備、緊急対応、ＩｏＴ・ＡＩを
活用したゼロストップサービスを展開
したい」と将来像を描く。人と技術の
『共働』を大切に、少数精鋭でより
付加価値の高いサービスを提供する
考えだ。

『ＩｏＴ・ＡＩ分析を活用した機械設備の劣化診断・省エネ診断サービス』の開発
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